
番組審議会議事録（平成22年8月30日開催） 

 

 

１. 開催年月日  

平成22年8月30日 午後7時～  

 

 

２. 開催場所  

  ㈱登米コミュニティエフエム 会議室 

 

 

３. 委員の出席  

委員総数 8名  

出席委員数 6名  

出席委員の氏名  塚本壽、嶋村幸二、奥山淨啓、堀田菜菜江、 

佐藤寛一、永浦貞志 

欠席委員の氏名  加藤和子、須齋香織、 

放送事業者側出席者名 斉藤惠一、佐藤万里子 

 

 

４. 議題  

（１） 以下の内容に関する審議 

・ H@PPY MORNING （7 月 5 日放送分） 

・ しゃべらいんラジオ （6 月 23 日放送分） 

（２） その他 

・ 聴取率調査の実施について 

 

 

５. 議事の概要  

（１） 提出番組の試聴・審議 

（２） 聴取率調査実施についてと、その他、質問・意見等 

 

６. 審議内容 

（１）に関して 

  H＠PPY MORNING内コーナー「今日のこよみごろ」ならびに、しゃべらいんラジオ内コーナ 

ー「しゃべラジ企業紹介」を試聴・審議してもらった。 



① H@PPY MORNINGについて 

（奥山委員）地震速報は、落ち着いてしっかりと伝えるべきことが伝えられていた。 

（奥山委員）「今日のこよみごろ」は、西暦だけでなく年号も伝えたほうが、分かりやすいのでは。

また、羅列する数を減らして、一つひとつに解説を加えたり感想を言ったりしたほうが、情報

が耳に入りやすいと思う。このほか、メッセージテーマについては、いつも前向きなテーマで

朝らしくて良い。選曲も、誕生日のアーティストやテーマに合わせて行われていて良い。 

（嶋村委員）パーソナリティの語尾の癖が気になる。 

（堀田委員）癖について、最初は気になったが、慣れてくるとそれが落ち着くようになった。 

 

② しゃべらいんラジオについて 

（奥山委員）企業紹介の場所の選定基準は？ 

（斉藤局長）広告のターゲットを中心に選定している。 

（奥山委員）それは、市内のみなのか？ 

（斉藤局長）広げる可能性もある。 

（奥山委員）語尾のつぶれなど、機材の関係で聞き取りづらい点などある場合、 

       「お聞き苦しい点がありました」などのフォローも必要では。 

（塚本委員）スタジオの相槌が中継先のコメントと重なってしまうのが気になる。 

（奥山委員）リポーターやパーソナリティが情報を繰り返す場合は、しゃべり口調ではなく、 

       しっかりとメリハリを付けたほうが伝わりやすいのではないか。 

 

③ その他の番組について 

（塚本委員長）トークよりもっと音楽をかけてほしいという意見を聞いたことがある。 

（斉藤局長）その反対の意見もある。メッセージとリクエスト曲のどちらを優先させるか、バランス

をとっていきたい。 

（奥山委員）開局当初に比べ、どのパーソナリティも本当に進歩した。最初は冷たいような感じ

や、嘘くさく聞こえることがあったが、上手になってきたように思う。 

（堀田委員）トーク中のBGMが初めの頃は邪魔に感じたが、だんだんとパーソナリティのテーマ

曲のようにしっくりきてとても良い。 

（堀田委員）「音源が無い」ということが随分減ってきたが、それでもジャンルに偏りがある。リス

ナーの年代もあると思うが、最新のものはほとんどかからない。 

（嶋村委員）顔が見えない分、パーソナリティの人柄が本当に良く出る。どんな顔なんだろうと

想像力をかきたてられるような、魅力的なパーソナリティがいて良い。 

（複数委員より） 

・ 番組「寒椿・夢の続き」について、この番組だけ何の進展もなく行き詰まっているよう

に感じる。中身がない回も多く、残念に思う。 

        



（複数委員より） 

・ 番組内で、パーソナリティのプロフィールは、そろそろ言う必要はないのでは。ほとん

どのリスナーはリピーター。しつこく感じる。 

・ 姉弟の話は、話し方によっては面白くきこえるのだろうが、ただの内輪話になってしま

っては良くない。 

・ プロ意識のみが先行している印象を受ける。自分の立ち位置を理解して、謙虚な姿

勢を持つべき。 

 

（２）に関して 

斉藤局長より、7月24・25日に行われる佐沼夏祭りで聴取率調査（アンケート調査）を行う予定

であることを説明した。 

 

 

７. 審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日  

 

社内会議にて報告（平成22年7月10日） 

 

 

８. 審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び年

月日  

 

ホーム・ページにて意見の公開（平成22年7月中旬） 

 

 

９. その他の参考事項  

・ 配布資料・・・番組審議委員名簿、タイムテーブル、リーフレット、4～6月リスナーデータ 

 

・ 閉会の挨拶より  

（堀田委員）「先日の開局パーティーはとても斬新で、これから「登米市ならではのFMをするん

だ」という意気込みが感じられた。もしホテルなどを使ってお酒のあるような普通のパーティー

をやっていたら、そのときは楽しいかもしれないが「結局何のパーティーだったの？」となって

いたと思う。途中で退席する人が多かったのが本当に残念だったが、自分はとても楽しかった。

何事も反対意見があったほうが伸びていく。今度はリスナーさんも招待してあのような会を開催

できたら素晴らしいことだと思う。 

株式会社登米コミュニティエフエム 


